
畜産学教育研究分野

卒業生の進路の例
Ａ氏 ： 養豚企業を経て農業コンサルタント

Ｂ氏 ： 飼料会社の営業・開発等を経て役員
Ｃ氏 ： 農林水産省の行政を経て畜産団体理事長

Ｄ氏 ： 乳業メーカーで製品開発
Ｅ氏 ： 県職員として研究・普及に従事

Ｆ氏 ： 動物薬品会社で企画担当
Ｇ 氏 ： ニュージーランドで大学院を修了し、オーストラリアで畜産の指導

Ｈ氏 ： 農林水産省で放牧管理の研究

現代の畜産の役割：
良質な食品（乳・肉・卵）の提供

農工大畜産学研究室の役割：

主として家畜の飼育環境の改善面から畜産に貢献

農工大畜産学研究室の研究内容：
家畜に与える飼育環境の影響 ← 家畜にとっての適切環境の探索
家畜と飼育者との関わり ← 家畜にも人にもやさしい畜産
未利用飼料資源の検討 ← 持続可能な畜産への貢献

畜産学：
畜産を研究し、その発展に役立てる学問

Animal Science

乳牛への送風効果

研究の例

豚の発熱量 鶏舎内の空気の動き


